
（様式１）

①学校名： ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履修
証明プログラム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数：
⑱要件該当授
業時数：

99.5時間
該当
要件

1,2,3,4

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人の受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の概要について
（愛媛大学社会共創クリエイター育成プログラム概要）

社会共創クリエイター育成プログ
ラム

2016年
4月1日

愛媛県松山市道後樋又10番13号

履修証明プログラム

愛媛大学

教授　西村勝志 １年間

　本課程は、第一次産業をはじめとする地域資源利用に携わる者が、大都市主導路線を越え、社会
形成・環境適応・経済循環の均衡が取れた発展を促すため、地方の特性に応じた固有の振興を構
築・実践するために必要な知識と技術を身につけることを目的とする。

96時間以上受講し、さらにプロジェクト研究の審査に合格すること。

社会共創クリエイター

　農林漁業、観光業、スポーツ・健康増進施設、地域づくり活動（地域おこし協力隊等）、関連企業・
団体（農業協同組合、森林組合、漁業協同組合等）、地方自治体

20名程度

　「第一次産業構造論」、「地域活性化論」、「都市農村交流論」等により、地域資源利用、社会形成、
環境適応、経済循環、発想法等の基礎と応用を学ぶ。これらを実践展開するため、「地域資源活用
実習Ⅰ～Ⅲ」と「地元学実践」の実践型科目の受講及び個々の課題に基づくプロジェクト研究をまと
めて発表することにより、現実の課題に対する突破力を養う。

地方創生
（地域活性化）

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

69%

高等学校卒業程度の学力を有し、第一次産業、地域資源利用、
地域づくり活動等の経験者。または今後に実践しようとする者。

　受講者が実践活動における成果と課題を見出し、その解決方法を提示するプロジェクト研究を実
施する。成績は、プロジェクト研究のレポートとプレゼンテーションをもとに審査を行い、取り上げる地
域資源に関する状況俯瞰力、課題の妥当性、課題解決方法実現可能性に着目して評価する。

　受講者の修了率８割、修了者の関連分野における就業または活動従事率７割を目安とし、また、
受講者の履修満足度を把握する。自己点検・評価は、学校教育法第109条に沿って、学部および関
連機関との連携によって行う。評価結果は、次年度以降の教育課程に反映させることとする。

（身に付けられる知識、技術、技能）
地域自立型産業の構築に必要な知識・方法論

（得られる能力）
資源発掘手法、合意形成力、プレゼンテーション力

　全修了者の現況調査を毎年行い、事業や活動の概要、分布（市町村単位）、受講者・修了者との
連携状況、地域社会との連携状況を把握する。また、全修了者・受講者を対象とする定期的な情報
交換の場を設け、年次をまたぐ修了者同士の連携を積極的に促進する。

（教育課程の編成）
　関連機関（企業、組織、自治体等）を含む会議を設置し、意見に基づき教育課程を編成する。

（自己点検・評価）
　上記会議において自己点検・評価を行い、運営体制の充実を図る。

　毎月の連続する土曜日と日曜日の開講。開講日以外の任意の日時におけるプロジェクト研究の相
談・指導体制の構築。

https://www.cri.ehime-u.ac.jp/news/news-397/

144時間



（様式２）

学校名： 99.5時間

課程名： 69%

分類 科目名 配当年次 授業時数・単位数 企業等 双方向 実務家 実地 担当教員・実務家名 教員・実務家の所属

必修 第一次産業構造論 6 香月敏孝
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

必修 地域活性化論 11.5/12 ○ ○ 笠松浩樹
愛媛大学農学部（社会共
創学部）(実務家教員）

必修 都市農村交流論 6 小田清隆
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

必修
食の外部化と資源の市場外
流通

6 山藤篤
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

必修 自給地域形成論 6 笠松浩樹
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

必修 文化資源管理と観光 6 井口梓
愛媛大学法文学部
（社会共創学部）

必修 地域づくりマネジメント論 4/6 ○ 大谷尚之
愛媛大学法文学部
（社会共創学部）

必修
超高齢化社会における地域
高齢者の実態

6 淡野寧彦
愛媛大学法文学部
（社会共創学部）

必修 災害と地域マネジメント 3.5/6 ○ 渡邉敬逸
社会共創学部
設立準備室

必修
地域の[面白い]体感プロジェ
クト

5/6 ○ 牛山眞貴子
愛媛大学教育学部
（社会共創学部）

必修 地域担い手論 6/6 ○ 芳之内正幸
愛媛大学農学部
（実務家教員）

必修 地域資源活用実習Ⅰ 11.5/12 ○ ○ ○ 笠松浩樹
愛媛大学農学部（社会共
創学部）(実務家教員）

必修 地域資源活用実習Ⅱ 12/12 ○ ○ ○ ○ 岡村茂
NPO法人愛媛アカデメ
イア（実務家教員）

必修 地域資源活用実習Ⅲ 12/12 ○ ○ ○ ○ 霜村一郎
日本渚の美術協会愛南
教室（実務家教員）

必修 地元学実践 11/12 ○ ○ ○ 笠松浩樹
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

必修 地域課題の発見と解決 12/12 ○ 香月敏孝
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

必修 プロジェクト研究発表 11/12 ○ 香月敏孝
愛媛大学農学部
（社会共創学部）

合計： 17科目 時間

授業科目の概要について

要件該当授業時数：

要件該当授業時数／総授業時数：

144

社会共創クリエイター育成プログラム

愛媛大学


